
ミスマッチを防ぐ 

キッチンや冷蔵庫、エアコンなどの商品は 

機器の性能と費用のバランスで検討しますよね。 

ほとんどが工場生産の商品でお客様宅、現地で人が携わるのは設置
のみです。 

現地での作業割合は2割ほど。 

しかし内装仕上げの場合は 

完成まで職人のする現地での作業割合が7割もありますから 

利益が少なければどうするかは見当がつきますよね。 



はがし作業の様子です。 
左の画像は 
壁紙が粉々状態になってしまい、 
はがし作業だけで2時間。 
 
右の画像は 
一枚で大きくはがれたので15分で終了。 

工事内容が平等だと思いますか? 

よろしくお願いします。 
よろしくお願いします。 よろしくお願いします。 

実績1年の人から実績30年の3人に聞けば全員が「丁寧です。」と言います。 
 

 見抜くサインとは 
 
お客様）契約書は？ 
業者）ありません。 
    信用しているので省略します。 

依頼の際は口約束ではなく、必ず契約書を貰いましょう。 



用途 目的 業者側の 
イメージ 

費用 結果 

原状回復・賃貸 
 

自分の家ではない。 
 
貸すことにより利益
を求めるので安く済
ませたい。 
 

パッと見、 
表面が綺麗ならよし。 
 
安いのだから仕方がな
い。 
 

 
 
 
安い 

住む人と代金を支払う
人が違うことで 
雑な仕上がり。 
継ぎはぎ施工。 
 
トラブル発生。 

 
 

自宅・ 
大切な住まい 
 

今後も住み続ける。  
大切なお住いですから
丁寧に仕上げれば 
口コミでお客様を紹介
して頂けるかも・・(笑) 

 
 
 
適正価格 

 
住む人と代金を支払う
人が同じですから 
綺麗に仕上げる。 
 
引き渡し後もメンテナン
スに応じてくれる。 
 

ボーダーライン 

ミスマッチをわかりやすく解説。 損をしてまで丁寧に対応して頂けると思いますか？ 

ご自宅のリフォームなのに原状回復の値段で施工業者に依頼することが間違いです。 
ウソだと思うのでしたら、不具合の手直しについて記載された契約書ですか？要確認。 

ここまで慎重に検討していたのに 
費用で安い方に飛びついたら 



契約書が無いとは。 
 
責任ある仕事を提供されることはありません。 
 
何かあっても知らぬ存ぜぬ、言った聞いてない、自らトラブルに近寄っていることを認識する
ことです。 
 
「まぁ安いのだから仕方ない」と 
割り切っての依頼でしたらよいと思いますが。 
 
※一般的に10万円以下の工事の場合、省略されることもあります。 
 
 
 
≪≪≪≪ 続きを読む ≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫ 
 
「～は他店に依頼する。」 
 
これだけで相見積の効果が抜群にあります。 
 
 
 



 
T様は得意分野を見極め、 
 
水廻り専門店には、ユニットバス・キッチン・洗面化粧台・便器といった 
 
機器の本体費用と据付設置のみ見積依頼。 
 
ここで天井や壁、床材の仕上げもセットだのパックだのと言われるが拒否。 
 
同時進行で仕上げたいと業者に言われるが拒否。 
 
 
「内装の仕上げは他店に依頼する。 
 
その代わり内装工事との日程調整は自分で担当する。」 
 
 
そして内装専門店には、 
 
「水廻りの設備は他店に依頼する。内装仕上げの見積依頼」。日頃から 
 
便器やエアコン、洗面台がある状態で内装施工していますから問題はありません。 
 



 
「～は他店に依頼する。」これだけで相見積の効果が抜群にあるのは 
 
“別業者が絡んでいることで標準的な相場からかけ離れた見積は出せない。”といった 
 
抑止効果があります。それともうひとつ、 
 
専門分野は違いますが “別業者＝外部の第三者の目”により雑な施工を控え 
 
値段と仕上がりのバランスの良い見積が提示される。この時注意することは2つ。 
 
①「高かったらあっちに頼む。」はNGです。この言葉を言ってしまうと値段も安くなりますが 
 
仕上がりのレベルまで落とされます。 
 
②同じ専門分野で競わせてはいけません。 
 
単なる手抜きを視野に入れた見積提示の応酬となります。 
 
 



回想） 
私を育てて頂いた時代の工務店や建築会社の社長は 
 
仕事には厳しいが気前がよく親分肌が多かった。 
気を緩めた仕事をしようものなら 
「俺の顔に泥を塗る気か！」と喝を入れられたものです。 
 
しかし近年は 
「上手な仕事はいらない。儲けさせてくれ！」と残念なことです。 
 
営業マンはもちろんのこと、監督の目の前で手を抜かれてもわからない人間が多い。 
もっとわかりやすく言うと 
”当日の職人の気分次第で施工” 
されることを防ぐには同じ職人肌の管理者がいないといけない。 
 
「見る目が無かった」と後悔しないようにして下さいね。 
 
業者選び） 
相性もありますが本質を見抜く確かな目が必要です。 
 
専門性・実績・責任・知識・統率力など。更にユーモアがあれば最高です。 
未だに割り切れない、時代とミスマッチの私、佐々木からでした。 


